
(57)【要約】

【課題】巻線部材を製造する場合、まず電線の被覆を剥

離した後、電線先端を細くする加工を行う必要があり、

工程が複雑でコストが高く付いた。

【解決手段】第１の導体部１１２と被覆１１６とを有す

る電線１５０の一部を引き延ばして第２の導体部１２０

を作る。細くすることにより被覆１１６は自然に剥離す

る。この後、引き延ばされた第２の導体部の中程で切断

することにより巻線部材１００用の電線ができあがる。

これを所定の形状、例えばＵ字型に成型して巻線部材１

００を得る。被覆を剥離する工程を省けるので作業効率

が向上し、コストを低減できる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
樹 脂 被 覆 さ れ 径 が Ａ な る 第 １ の 導 体 部 、 こ の 第 １ の 導 体 部 の 両 端 に 形 成 さ れ た 、 両 端 部 の
径 が 前 記 Ａ の ９ ０ ％ ～ ５ ０ ％ で あ る 円 錐 台 状 の 第 ２ の 導 体 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 回
転 電 機 巻 線 用 電 線 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 電 機 巻 線 用 電 線 を 所 定 の 形 状 に 成 型 し て 単 独 巻 線 部 材 を つ く る 成 型
工 程 と 、 回 転 電 機 の 固 定 子 に 前 記 単 独 巻 線 部 材 を 複 数 本 巻 回 す る 巻 回 工 程 と 、 隣 接 す る 前
記 単 独 巻 線 部 材 の 前 記 第 ２ の 導 体 部 を 互 い に 接 続 し て 固 定 子 巻 線 と す る 接 続 工 程 と を 、 前
記 の 順 に 実 施 す る こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 巻 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 電 機 巻 線 用 電 線 を 所 定 の 形 状 に 成 型 し て 単 独 巻 線 部 材 を つ く る 成 形
工 程 と 、 前 記 単 独 巻 線 部 材 を 複 数 本 配 列 し 、 隣 接 す る 前 記 単 独 巻 線 部 材 の 前 記 第 ２ の 導 体
部 を 互 い に 接 続 し て 集 合 巻 線 部 材 を つ く る 集 合 工 程 と 、 前 記 集 合 巻 線 部 材 を 回 転 電 機 の 固
定 子 に 装 着 し て 固 定 子 巻 線 と す る 装 着 工 程 と を 、 前 記 の 順 に 実 施 す る こ と を 特 徴 と す る 回
転 電 機 巻 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
樹 脂 被 覆 さ れ 、 径 が Ａ な る 第 １ の 導 体 部 を 有 す る 電 線 を 、 所 定 の 長 さ 毎 に 、 そ の 一 部 分 を
そ の 径 が 前 記 Ａ の ９ ０ ％ ～ ５ ０ ％ に な る ま で 引 き 延 ば し て 第 ２ の 導 体 部 を 形 成 す る と と も
に 、 前 記 樹 脂 被 覆 を 剥 離 さ せ る 引 き 延 ば し 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 導 体 部 の 長 さ 方 向 の ほ ぼ 中 間 位 置 で 、 前 記 第 ２ の 導 体 部 を 切 断 す る と と も に 、
前 記 剥 離 さ せ た 樹 脂 被 覆 を 前 記 第 ２ の 導 体 部 か ら 取 り 除 く 切 断 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 回 転 電 機 巻 線 用 電 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
樹 脂 被 覆 さ れ 、 径 が Ａ な る 第 １ の 導 体 部 を 有 す る 電 線 を 、 所 定 の 長 さ 毎 に 、 そ の 一 部 分 を
そ の 径 が 前 記 Ａ の ９ ０ ％ ～ ５ ０ ％ に な る ま で 押 し つ ぶ し て 第 ２ の 導 体 部 を 形 成 す る と と も
に 、 前 記 樹 脂 被 覆 を 剥 離 さ せ る 塑 性 変 形 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 導 体 部 の 長 さ 方 向 の ほ ぼ 中 間 位 置 で 、 前 記 第 ２ の 導 体 部 を 切 断 す る と と も に 、
前 記 剥 離 さ せ た 樹 脂 被 覆 を 前 記 第 ２ の 導 体 部 か ら 取 り 除 く 切 断 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 回 転 電 機 巻 線 用 電 線 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 例 え ば 発 電 機 、 電 動 機 な ど の 交 流 回 転 電 機 の 回 転 電 機 巻 線 を 構 成 す る 回 転 電
機 巻 線 用 電 線 、 及 び そ の 製 造 方 法 、 及 び 回 転 電 機 巻 線 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 自 動 車 や 船 舶 、 農 業 機 器 に 搭 載 さ れ て い る 内 燃 機 関 に 装 着 さ れ る 交 流 小 型 発 電 機
（ 以 下 回 転 電 機 と い う ） で 、 そ の 固 定 子 に 巻 線 を 巻 回 す る 作 業 を 自 動 化 す る 場 合 、 そ の 構
造 か ら 長 い 線 を 端 か ら 巻 い て い く こ と が 容 易 で な い た め に 種 々 の 工 夫 が な さ れ て い る 。
例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 特 許 文 献 １ の 図 ７ に 示 さ れ る よ う な 小 型 回 転 機 の 固 定 子 に 巻 線 を
巻 回 す る 場 合 に は 、 同 じ く 図 ８ に 開 示 さ れ た よ う に Ｕ 字 形 に 成 型 し た コ イ ル ２ ３ を 、 同 じ
く 図 １ ３ の よ う に 固 定 子 に 順 に は め 込 ん で か ら 、 同 じ く 図 ２ に 開 示 さ れ た よ う に コ イ ル 端
を 加 工 し て 、 隣 同 士 の コ イ ル 端 ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｆ を 順 に 接 続 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 そ の 図 ６ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 長 尺 の 素 線 を 同 時 に 同 一 平 面
上 で 雷 状 に 折 り 曲 げ 形 成 し 、 つ い で 図 ７ に あ る よ う に 直 角 方 向 に 治 具 に て 折 り た た み 、 図
８ に 示 さ れ た 内 層 側 の 素 線 群 を 作 成 す る 。 ま た 、 同 様 に し て 図 ９ の 外 層 側 の 素 線 群 を 作 成
し て か ら 、 両 者 を 一 体 化 し て コ イ ル を 形 成 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ 、 ２ に
記 載 の 方 法 は 、 コ イ ル の 製 法 と し て は 異 な る が 端 部 を 互 い に 接 続 す る と い う 観 点 で は 同 じ
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で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ 、 ２ に 開 示 さ れ た 方 法 で 巻 線 を 構 成 す る 場 合 、 巻 線 の 被 覆 又 は 皮 膜 （ 一 般 に は
樹 脂 塗 膜 で あ る ） を 剥 離 し 、 導 体 先 端 に 切 欠 部 を 作 っ て 断 面 縮 小 部 を 形 成 し て い る 。 断 面
縮 小 部 は 接 続 部 が 肥 大 し て 回 転 電 機 の 狭 小 部 に 入 ら な い と 言 う こ と が 生 じ な い よ う に す る
た め に 用 い ら れ て い る 。 皮 膜 １ １ ６ の 剥 離 方 法 と し て 切 削 や ブ ラ ッ シ ン グ や シ ェ ー ビ ン グ
と い っ た 機 械 的 に 剥 離 す る 方 法 と 、 薬 品 を 使 用 し た 化 学 的 剥 離 方 法 と が あ る 。 ま た 、 導 体
１ １ ２ の 切 削 に は サ イ ド カ ッ タ ー 、 リ ー マ 、 あ る い は ワ イ ヤ ー ス ト リ ッ パ ー を 用 い る 方 法
が あ る 。
い ず れ の 方 法 あ る い は 工 法 を 用 い た と し て も 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 電 線 １
０ ０ の 被 覆 １ １ ６ を 取 り 除 く 作 業 を 実 施 し た 後 で 、 改 め て 導 体 １ １ ２ の 先 端 に 切 り 欠 き 部
１ １ ４ を 設 け る 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 そ の 理 由 は 、 そ の 加 工 形 状 や 対 象 と す る 材
質 に 差 が あ る た め 工 具 や 工 法 が 同 じ で は な く 、 同 時 に は 実 施 出 来 な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 方 法 で は 自 動 化 が 困 難 で あ り 、 ま た 、 自 動 化 し た と し
て も 、 異 な る 作 業 を 専 用 に 行 う 専 用 自 動 機 械 を 複 数 台 用 い て 、 複 数 の 工 程 を 経 な け れ ば な
ら な い た め 、 コ ス ト が 高 く 付 く 上 に 、 効 率 が 悪 い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ４ ０ ４ ３ 号 公 報 、 図 ２ 、 図 ７ 、 図 ８ 、 図 １ ３
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ １ ５ ９ ０ 号 公 報 、 図 ６ ～ 図 ９
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
小 型 回 転 電 機 の 固 定 子 の 従 来 の 巻 線 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た の で 、 巻 線 加 工 の 自 動
化 が 困 難 で あ り 、 ま た 、 自 動 化 し た と し て も 、 異 な る 作 業 を 専 用 に 行 う 専 用 自 動 機 械 を 多
数 用 い て 、 複 数 の 工 程 を 経 な け れ ば な ら な い た め 、 コ ス ト が 高 く 付 く 上 に 、 効 率 が 悪 い と
い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 消 し 、 自 動 化 が 容 易 で 、 コ ス ト も か か ら な い 固
定 子 の 巻 線 用 電 線 と そ の 製 造 方 法 、 及 び 回 転 電 機 巻 線 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に よ る 回 転 電 機 巻 線 用 電 線 は 、 樹 脂 被 覆 さ れ 径 が Ａ な る 第 １ の 導 体 部 、 こ の 第 １
の 導 体 部 の 両 端 に 形 成 さ れ た 、 前 記 両 端 部 の 径 が 前 記 Ａ の ９ ０ ％ ～ ５ ０ ％ で あ る 円 錐 台 状
の 第 ２ の 導 体 部 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ で は 、 こ の 発 明 の 回 転 電 機 の 巻 線 部 材 （ セ グ メ ン ト コ イ ル と も 言 う ） の 形 状
に つ い て 説 明 す る 。 実 施 の 形 態 ２ で は 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 巻 線 部 材 の 製 造 方 法 に 付
い て 説 明 し 、 実 施 の 形 態 ３ で は こ の 製 造 方 法 を 実 施 す る た め の 加 工 機 械 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
実 施 の 形 態 １ ．
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 例 と し て 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う な 車 両 用 交 流 発 電 機 １ ０ １ の 固 定 子
コ イ ル と し て 用 い る 巻 線 部 材 １ ０ ０ の 形 状 と 製 法 に つ い て 図 １ に よ り 説 明 す る 。
こ の 発 明 に よ る 加 工 を 施 し て 、 所 定 の 形 状 に 成 型 （ 例 え ば Ｕ 字 状 ） し た 単 独 巻 線 部 材 １ ０
０ を 、 図 ２ に 示 す よ う に 固 定 子 鉄 心 （ コ ア ） ２ ０ ０ の 軸 方 向 か ら 挿 入 し （ 巻 回 工 程 と い う
） 、 反 挿 入 側 で 隣 接 す る 巻 線 部 材 の 導 体 同 士 を 接 合 （ 接 続 工 程 と い う ） す る こ と に よ っ て
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複 数 タ ー ン 数 の 複 数 相 巻 線 を 構 成 す る 。 図 ２ で は 理 解 を 助 け る た め 、 単 独 巻 線 部 材 を 挿 入
し た 直 後 の 図 と 、 そ の 端 部 を 溶 接 接 合 し て 巻 線 を 構 成 し た 後 の 両 者 を 図 示 し て い る 。
単 独 巻 線 部 材 １ ０ ０ は 、 樹 脂 被 覆 さ れ 径 が Ａ の 導 体 （ 第 １ の 導 体 部 と い う ） を 持 つ 電 線 で
あ り 、 そ の 導 体 部 １ １ ２ は 銅 （ 接 合 方 法 が 工 夫 さ れ て い る な ら ア ル ミ で も よ い ） で 、 そ の
端 部 は 、 断 面 が も と の 径 （ Ａ ） よ り も 縮 小 さ れ た 第 ２ の 導 体 部 １ １ ０ と 、 径 が も と の 径 か
ら 細 径 部 １ １ ０ の 径 へ と 変 化 （ 漸 減 ） す る 円 錐 部 １ ２ ０ と を 含 ん で い る 。 第 ２ の 導 体 部 １
１ ０ の 径 は も と の 径 Ａ の ９ ０ ％ ～ ５ ０ ％ で あ る 。 図 １ で は 、 被 覆 １ １ ６ は 円 錐 部 １ ２ ０ の
径 が 最 も 太 い 部 分 で 切 断 さ れ て い る よ う に 図 示 し て い る が 、 実 施 の 形 態 ２ の 加 工 方 法 で 詳
細 に 説 明 す る よ う に 、 あ る 位 置 で 強 制 的 に 切 断 す る も の で は な い の で 、 そ の 切 断 位 置 は あ
る 範 囲 内 で ば ら つ く 、 そ し て そ の 位 置 は 円 錐 部 １ ２ ０ の 上 の ど の 位 置 で 切 れ て い て も 良 い
。 例 え ば 円 錐 部 １ ２ ０ の 全 部 が 被 覆 １ １ ６ （ 皮 膜 と 言 う 場 合 も あ る ） で 覆 わ れ て い て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ２ の 導 体 部 １ １ ０ の 長 さ は 、 隣 の コ イ ル の 第 ２ の 導 体 部 １ １ ０ と の 接 合 に 支 障 の な い 長
さ （ 例 え ば 電 線 の も と の 太 さ の 数 倍 ） で あ れ ば よ い が 、 各 コ イ ル で そ の 長 さ が ほ ぼ 一 定 で
あ る こ と が 望 ま し い 。 前 述 し た よ う に 第 ２ の 導 体 部 １ １ ０ の 径 は 元 の 第 １ の 導 体 の 径 Ａ の
半 分 か ら ９ ０ ％ 程 度 と 説 明 し た が 、 要 は ２ 本 あ わ せ て コ イ ル の 電 流 を 通 流 す る の に 支 障 の
な い 太 さ （ 例 え ば １ 本 の 断 面 積 が 半 分 ） で あ っ て 、 か つ 、 な る べ く 細 い 方 が よ い 。
円 錐 部 １ ２ ０ の 長 さ は 、 ２ 本 の 端 部 を 互 い に 寄 せ て 接 合 す る と き 、 間 に 空 間 が 生 じ な い 程
度 の 長 さ 、 例 え ば 元 の 導 体 径 程 度 の 長 さ で あ れ ば よ い が 、 こ れ は 厳 密 に 要 求 さ れ る も の で
は な い の で 、 径 が 第 １ の 導 体 部 か ら 第 ２ の 導 体 部 へ と 漸 減 す る 円 錐 台 状 で あ れ ば よ い 。 こ
の 場 合 は 円 錐 台 状 の 部 分 を 第 ２ の 導 体 部 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
導 体 同 士 の 接 合 に は 例 え ば Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 （ タ ン グ ス テ ン イ ナ ー ト ガ ス 溶 接 ） を 用 い 、 導 体 の
母 材 を 溶 融 接 合 さ せ て 、 所 定 の 溶 接 強 度 を 得 る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 接 合 後 に そ の 接 合 部
位 を 樹 脂 コ ー テ ィ ン グ す る こ と に よ っ て 固 定 子 巻 線 の 絶 縁 性 を 確 保 す る 。 こ の よ う な 接 合
、 コ ー テ ィ ン グ は 前 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 で あ る 。 導 体 同 士 を 接 合 す る 場 合 、 導 体
接 合 部 先 端 は 皮 膜 剥 離 後 に 導 体 同 士 を 突 き 合 わ せ て ア ー ク を 飛 ば す と い う 工 程 と な る が 、
Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 の 強 度 を 確 保 す る た め に は 皮 膜 剥 離 を 完 全 に 行 い 、 先 端 同 士 を 同 等 長 さ に 合 わ
せ る 必 要 性 が あ る 。
ま た 、 導 体 先 端 に 細 径 部 を 設 け る こ と に よ っ て ア ー ク を 発 生 さ せ る 電 源 の 電 力 を 少 な く 抑
え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
実 施 の 形 態 １ の 図 １ で 説 明 し た 単 独 巻 線 部 材 １ ０ ０ （ 及 び 巻 線 用 電 線 ） を 製 造 す る 製 造 方
法 を 説 明 す る た め 、 製 造 手 順 に つ い て 図 ３ と 図 ４ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ （ ａ ） で は 第 １ の
導 体 １ １ ２ と 、 被 覆 １ １ ６ を 持 つ 長 尺 の 電 線 １ ５ ０ を 示 し て い る 。 （ ｂ ） で は 電 線 １ ５ ０
の 端 部 か ら 所 定 の 長 さ ご と に 、 そ の 一 部 分 を 両 側 に 引 き 延 ば す こ と に よ り 第 １ の 導 体 １ １
２ の 径 を 細 く し て 、 円 錐 部 １ ２ ０ と 第 ２ の 導 体 部 １ １ ０ を 形 成 す る 引 き 延 ば し 工 程 を 行 っ
た 後 の 形 状 を 示 し て い る 。 こ の と き 被 覆 １ １ ６ は 第 １ の 導 体 １ １ ２ の 銅 や ア ル ミ 素 材 ほ ど
に は 引 き 延 ば し に 耐 え ら れ な い の で 、 引 き 延 ば し 率 が あ る 範 囲 を 超 え た 時 点 で 自 然 に 剥 離
、 切 断 さ れ 、 図 中 １ １ ６ で 示 す よ う に 、 円 錐 部 １ １ ６ の 付 近 で 切 れ て し ま う 。 切 れ た 被 覆
は 基 本 的 に は 自 然 に 落 下 し 除 か れ る 。 皮 膜 が 自 然 に 落 下 す る の で 特 別 に 皮 膜 除 去 を 意 識 す
る 必 要 は な い が 、 落 下 し な く て も 次 の 切 断 工 程 の と き 大 抵 落 ち て し ま う 。 （ ｃ ） で は 引 き
延 ば し て 形 成 さ れ た 第 ２ の 導 体 部 １ １ ２ の 中 程 で 、 第 ２ の 導 体 部 １ １ ２ を 切 断 し た 状 態 を
示 す （ 切 断 工 程 と い う ） 。 （ ｄ ） は （ ｃ ） の 切 断 の 結 果 、 得 ら れ た 巻 線 部 材 の 成 形 前 の 状
態 を 示 す 。 （ ｅ ） は 所 定 の 形 状 （ こ の 図 の 例 は Ｕ 字 状 ） 成 形 し て 単 独 巻 線 部 材 １ ０ ０ と し
た も の を 示 し （ 成 形 工 程 ） 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １ と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の 工 程 の 流 れ の 理 解 を 助 け る た め 図 ４ に 工 程 の フ ロ ー を 示 す 。
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図 ４ で は 、 ま ず 引 き 延 ば し 工 程 で 、 電 線 の 一 部 を 引 き 延 ば し て （ 必 ず し も 引 い て 延 ば す と
い う こ と で は な く 、 実 施 の 形 態 ３ で 説 明 す る よ う に 塑 性 変 形 さ せ て 延 ば す こ と で も よ い ）
第 ２ の 導 体 部 を 形 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 こ の 時 同 時 に 、 被 覆 が 自 然 剥 離 し て 落 ち る 。
（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 次 に 切 断 工 程 で 、 第 ２ の 導 体 部 の 中 程 で 電 線 を 切 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
３ ） 、 こ の と き ス テ ッ プ Ｓ ２ で 落 ち き ら ず に 残 っ て い た 被 覆 が 落 ち る 。 次 に 成 形 工 程 で 切
断 さ れ た 電 線 を Ｕ 字 型 に 成 形 し て 単 独 巻 線 部 材 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
従 来 の 方 法 で は 、 皮 膜 剥 離 し た 後 、 切 り 欠 き 部 を 形 成 せ ざ る を 得 な い が 、 本 発 明 で は 電 線
を 塑 性 変 形 で 断 面 縮 小 部 （ 第 ２ の 導 体 部 ） を 設 け る こ と に よ り 、 被 覆 が 自 然 に 剥 離 す る の
で 、 特 別 に 被 覆 剥 離 工 程 を 設 け る 必 要 が な く 、 加 工 時 間 も 短 縮 さ れ 、 ま た 電 線 も 傷 付 か な
い と 言 う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
本 実 施 の 形 態 で は 、 実 施 の 形 態 ２ の 加 工 を 行 う ロ ー タ リ ー ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 （ ス ゥ ェ ー ジ
ン グ 機 と も 言 う ） の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 中 心 に 電 線 １ ５ ０
を 配 置 し 、 外 側 へ 順 に ダ イ ス ２ ０ 、 く さ び ２ １ 、 ハ ン マ ー ２ ２ 、 ハ ン マ ー ロ ー ラ ２ ３ 、 ス
ウ ェ ー ジ ン グ ロ ー ラ ２ ４ を 有 し て い る 。 ダ イ ス ２ ０ 、 く さ び ２ １ 、 ハ ン マ ー ２ ２ 、 ハ ン マ
ー ロ ー ラ ２ ３ 、 ス ウ ェ ー ジ ン グ ロ ー ラ ２ ４ は 一 体 で ダ イ ス 本 体 １ ９ と 呼 ぶ 。 電 線 １ ５ ０ の
進 行 方 向 （ 矢 印 ） に 対 し て （ 図 に 向 か っ て 左 側 か ら ） ガ イ ド ３ ０ 、 奥 側 に チ ャ ッ ク ３ ２ を
配 置 し 、 電 線 １ ５ ０ の 送 り を サ ポ ー ト し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ダ イ ス ２ ０ は 図 示 し な い ス プ リ ン グ に よ り 保 持 さ れ た 超 硬 鋼 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 電 線
１ ５ ０ と 接 触 し て 塑 性 変 形 さ せ る 役 割 を 果 た す 。 ダ イ ス ２ ０ の 外 側 の く さ び ２ １ は 電 線 １
５ ０ の 進 行 方 向 に 位 置 を 制 御 す る こ と に よ っ て ダ イ ス ２ ０ の 加 工 径 を 調 整 し 、 異 な る 径 の
電 線 の 加 工 に 対 応 さ せ る 役 割 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 　 図 ６ は ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 に よ る 工 程 説 明 図 で あ る 。 以 下 左
右 、 上 下 は 図 に 向 か っ て 言 う も の と す る 。
ま ず 、 図 ５ ／ 図 ６ （ ａ ） の よ う に 図 の 左 側 か ら 電 線 １ ５ ０ を 挿 入 す る 。 そ し て チ ャ ッ ク ３
２ で 電 線 を 把 持 し 、 位 置 が 決 ま っ た と こ ろ で 、 最 外 径 側 に 配 置 さ れ た ９ 個 の ス ウ ェ ー ジ ン
グ ロ ー ラ ２ ４ は 固 定 さ れ て お り 、 そ の 内 側 を そ の 他 の 部 品 が 一 体 で 回 転 す る こ と に よ り ハ
ン マ ー ロ ー ラ ２ ３ が ス ウ ェ ー ジ ン グ ロ ー ラ と 接 触 す る 。 こ の 時 、 ハ ン マ ー ２ ２ が 内 径 側 に
押 さ れ 、 ダ イ ス ２ ０ を ３ 方 向 か ら 押 す こ と に よ っ て 、 コ イ ル が プ レ ス さ れ る 。 こ の 段 階 に
お い て コ イ ル は 進 行 方 向 側 に 延 び る よ う に ダ イ ス ２ ０ の 寸 法 分 塑 性 変 形 し 、 細 径 の 部 位 が
形 成 さ れ る （ こ れ を 引 き 延 ば し 工 程 ま た は 塑 性 変 形 工 程 と い う ） 。 ハ ン マ ー ロ ー ラ ２ ３ が
ス ウ ェ ー ジ ン グ ロ ー ラ ２ ４ と 接 触 し て い な い と き は 、 ダ イ ス ２ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 図
示 し な い 弾 性 材 の 作 用 に よ り コ イ ル １ ５ ０ と ダ イ ス ２ ０ は 接 触 せ ず 、 ダ イ ス ２ ０ が （ 電 線
１ ５ ０ が ） 次 の 加 工 位 置 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で コ イ ル １ ５ ０ の 被 覆 １ １ ６ に 着 目 す る と 、 ダ イ ス ２ ０ の 軸 方 向 幅 寸 法 分 の コ イ ル の
伸 び に 皮 膜 １ １ ６ の 伸 び が つ い て こ れ ず 、 ま た 、 皮 膜 １ １ ６ が ダ イ ス ２ ０ に た た か れ る こ
と で 剥 離 さ れ る こ と と な り 、 皮 膜 剥 離 の 寄 与 度 と し て は 前 者 の 方 が 大 き い 。
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 断 面 丸 線 材 の 塑 性 加 工 機 で あ る ロ ー タ リ ー ス ウ ェ ー ジ ン グ 機
に コ イ ル を 通 し 、 断 面 縮 小 化 す る こ と に よ っ て 断 面 縮 小 さ せ る だ け で は な く 、 皮 膜 を 剥 離
す る こ と が 同 時 に 出 来 る と い う 効 果 を 有 し て い る 。
な お 、 図 に は 示 さ な い が 、 ダ イ ス ２ ０ と チ ャ ッ ク ３ ２ と の 間 に 切 断 器 具 を 配 置 し て 第 ２ の
導 体 部 が こ こ に 来 た と き 切 断 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
実 施 の 形 態 １ の 説 明 で は 、 ま ず Ｕ 字 状 の 巻 線 部 材 を 成 型 し 、 こ れ を 固 定 子 に 巻 回 し た 後 、
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そ の 端 部 同 士 を 接 合 し て 固 定 子 巻 線 を 構 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 特 許 文 献 ２ に 示
さ れ た 構 造 の コ イ ル 、 即 ち 、 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ の 加 工 を 施 し て 製 造 し た 電 線 を 所 定 の 形
状 に 成 型 し 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 長 尺 成 型 コ イ ル １ ０ ０ ｂ を 複 数 本 配 列 し 、 互 い に 編
み 込 ん で 長 尺 の コ イ ル 群 （ 集 合 成 型 コ イ ル １ ３ ０ と い う ） を 形 成 し た 後 、 固 定 子 に セ ッ テ
ィ ン グ す る （ 装 着 工 程 と い う ） よ う に 巻 線 し て い く 場 合 に も 適 用 が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 図
９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 所 定 の 形 状 に 成 型 し た 複 数 の 長 尺 成 型 コ イ ル １ ０ ０ ｂ を 配 列
す る 。 そ の コ イ ル エ ン ド の コ イ ル 端 に 着 目 す る と 、 隣 接 す る コ イ ル 同 士 を Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 し 、
複 数 タ ー ン 数 の 集 合 長 尺 成 型 コ イ ル １ ３ ０ を 構 成 す る （ 集 合 工 程 ） 。 こ れ を 折 り た た ん で
（ ｂ ） 図 の 集 合 長 尺 成 型 コ イ ル １ ３ ０ と す る 。 こ の 後 、 図 示 し な い 固 定 子 の ス ロ ッ ト に 装
着 す る （ 装 着 工 程 ） 。 本 実 施 形 態 の も の で は 、 実 施 の 形 態 １ の 方 法 に 比 し て 、 溶 接 部 の 数
が 激 減 す る た め 固 定 子 の 製 造 ス ピ ー ド が 格 段 に 向 上 さ れ る 。 理 解 を 助 け る た め 、 図 ９ （ ｂ
） の 詳 細 図 を （ ｃ ） に 示 す 。 ま た 、 （ ｃ ） の 中 の １ 本 の 長 尺 成 型 コ イ ル １ ０ ０ ｂ を （ ｄ ）
図 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 参 考 ま で に 、 こ の コ イ ル を 用 い て 製 造 さ れ た 回 転 電 機 の 構 造 を 図 １ ０ に 示 す 。 図 で
は や や わ か り に く い が 、 コ イ ル １ ３ ０ の 端 部 の 形 状 が 図 ８ に 示 し た 回 転 電 機 の コ イ ル １ ０
０ の 端 部 形 状 と は 微 妙 に 変 化 し て い る こ と が わ か る 。
な お 、 各 実 施 の 形 態 で は 使 用 電 線 は 断 面 円 形 で あ る と し て 説 明 し た が 、 ダ イ ス や チ ャ ッ ク
、 ガ イ ド の 形 状 を 相 応 な 形 状 に 変 形 さ せ れ ば 、 断 面 扁 平 な 電 線 、 断 面 矩 形 の 電 線 に も 適 用
で き る 。 固 定 子 の 図 示 し な い ス ロ ッ ト 内 に 挿 入 す る コ イ ル を 断 面 扁 平 形 状 に 成 形 す れ ば 、
ス ロ ッ ト に 対 す る 導 体 の 占 積 率 を 向 上 さ せ 、 通 電 時 の 固 定 子 コ イ ル の 温 度 上 昇 を 低 減 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 小 型 回 転 電 機 の 固 定 子 の 巻 線 用 電 線 は 、 以 上 に 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の
で 、 巻 線 加 工 の 自 動 化 が 容 易 と な り 、 ま た 、 自 動 化 し た 場 合 、 １ 台 の ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 械
に よ り 、 端 部 の 被 覆 の 剥 離 と 成 型 と を 同 時 に 行 う こ と が 出 来 る の で 、 工 程 数 が 減 少 し 、 コ
ス ト を 下 げ 、 作 業 効 率 が 向 上 す る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ の 回 転 電 機 巻 線 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 巻 線 の 組 み 立 て 方 法 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 ２ の 製 造 方 法 の 手 順 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 手 順 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ３ の ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 の 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の ス ウ ェ ー ジ ン グ 機 に よ る 電 線 の 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。 。
【 図 ８ 】 回 転 電 機 の コ イ ル を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ４ の 集 合 長 尺 成 型 コ イ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の コ イ ル を 用 い て 製 造 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ９ 　 ダ イ ス 本 体 、 　 ２ ０ 　 ダ イ ス 、 　 ２ １ 　 く さ び 、 　 ２ ２ 　 ハ ン マ ー 、
２ ３ 　 ハ ン マ ー ロ ー ラ 、 　 　 ２ ４ 　 ス ウ ェ ー ジ ン グ ロ ー ラ 、
１ ０ ０ 　 単 独 巻 線 部 材 、 　 　 １ ０ ０ ａ 　 加 工 済 み 電 線 、
１ ０ ０ ｂ 　 長 尺 成 型 コ イ ル 、 　 　 　 １ １ ０ 　 第 ２ の 導 体 部 、
１ １ ２ 　 第 １ の 導 体 部 、 　 　 　 １ １ ６ 　 被 覆 、 　 　 １ ２ ０ 　 円 錐 部 、
１ ３ ０ 　 集 合 長 尺 成 型 コ イ ル 、 　 　 １ ５ ０ 　 電 線 、 　 　 ２ ０ ０ 　 コ ア 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(9) JP 2004-336882 A 2004.11.25



フロントページの続き

(72)発明者  黒木　健作
            東京都千代田区丸の内二丁目２番３号　三菱電機株式会社内
Ｆターム(参考) 5G309 FA04 
　　　　 　　  5H603 AA09  BB02  BB09  BB12  CA01  CA05  CB03  CB11  CB19  CC01 
　　　　 　　        CC17  CD01  CD05  CD22  CE01  EE01  EE11 
　　　　 　　  5H615 AA01  BB02  BB07  BB14  PP01  PP12  QQ02  QQ07  QQ12  QQ27 
　　　　 　　        SS03  SS04  SS09  SS10  SS16 

(10) JP 2004-336882 A 2004.11.25


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

